
令和５年度活動報告
箕輪町地域おこし協力隊

山野邉 智美



自己紹介

京都市出身、主に東京で20年近く広報関連の業務に従事。

結婚して子供を授かり、子育ては自然環境の豊かな場所で、と夫

婦で合意し、移住の時期を息子の小学校入学のタイミングに設定

し、たくさんの候補地を見学しました。

最終的に私が地域おこし協力隊に内定し、箕輪町に移住すること

ができました。
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なぜ箕輪町？

• 自然豊かな環境で子育てをしたかった

• 伊那谷の景色に一目ぼれ

• 自分の食べる野菜は自分で作れるようになりたかった
→交流菜園で実現

• 無駄な教育投資は避けたかった
→給食が美味しい！で十分

• ながたの湯他、長野県は温泉天国！
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なぜ地域おこし協力隊？

• これまでの職歴が町のPR・ブランディングに活かせそう

• いろんな場所で暮らした経験→町の良さを客観的に
見つけられそう

• 起業に挑戦しやすい

• 仕事を通じて多くの出会いがあり、交流が深まりそう
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卒隊後のビジョン

• 自宅を拠点とした民泊開業など「人を癒せる複合施
設」の開業

• 具体的には：カフェ・マッサージ・託児施設など
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協力隊として今年度の目標
①地域の特色、事業、商品等をPRしながら町の収益と価値を最大化する事業の
検討と活動開始

→課題は？特産品は？隠れた魅力は？町の名所は？発掘しながら町の付加価値を向上させる方法を模索

②情報発信

→新聞、TV、WEB媒体、SNS（インスタグラム）etc…

③ブランド関連講座の開催

→ビジネスだけでなく、魅力的な町づくりのためにも

④農ある暮らしで健康生活

→交流菜園で活動開始
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上半期の主な活動
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地域を知るため
の視察

役場お仕事支援

（ゼロカーボン補助金チラ
シ作成、HPリニューアル
ワーキンググループ参加）

いっぷく構想
スタート

インスタグ
ラム開始

4月 5月 6月 7月 ８月

観光係・事業者
との打合せ開始

商工会
入会

観光商品開発支援
補助金獲得

なでしこ学級
｢移住者から
学ぶ箕輪町
の魅力再発
見｣講座

個人事業
主対象ブ
ランドトレー
ニング



下半期の主な活動
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食品衛生責任
者資格取得

「いっぷく」
森とひと
初出展

もみじ湖フェス
ティバル出展

クラウドファン
ディング返礼
品発送と精算

9月 10月 11月 12月 1月

もみじ湖紅葉
祭り出展

KOJIMAYAと
文化祭に出

展

いっぷく精算業務

クラウドファン
ディングサイト
オープン＋プ
レスリリース配

信

アーティ
スト支
援開始



目標に対する結果

→５０点：念願の和風茶屋「いっぷく」をもみじ湖紅葉祭りで出展が実現。

メディア戦略も功を奏し、来場者大幅増。価値の最大化という目標において、

文化的側面から貢献。イベントとしては１２０点。会場での直販、ふるさと

納税への直接誘導が機能せず、収益大幅減。事業計画の見直しを要す。
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 ①地域の特色、事業、商品等をPRしな

がら町の収益と価値を最大化する事業

の検討と活動開始

 ②情報発信

 ④農ある暮らしで健康生活

 ③ブランド関連講座の開催 →１００点：ブランドトレーナーの経験を活かし、２講座を実施

→１００点満点！：交流菜園で実現し、大玉スイカを２つ収穫し、大満

足。野菜・果樹の摂取量が劇的増！来年度も継続へ。

→９０点：みのわ新聞、信濃毎日新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ

の担当記者と定期的にコミュニケーションを取り、メディアカバー率アップ。7月

に開設したインスタグラムでも集客が出来るように。



現在の主な活動
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１．和風茶屋「いっぷく」：①＋②
２．アーティスト支援：①＋②
３．ブランドトレーナー：③
４．農ある暮らしと農家民泊：④
５．その他（役場のお仕事支援）：②



活動紹介1
もみじ湖紅葉祭りで和風茶屋「いっぷく」出展
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【箕輪町のブランド強化を目指して】

・クラウドファンディングと補助金を活用し
・地元陶芸家３組の作品で
・１万本のもみじを愛でながら
・KOJIMAYAの家具に腰掛け
・藤乃園の抹茶と菓子庵金星の上生菓子を味わう
・おもてなしスペースを開設

https://camp-fire.jp/projects/view/699696
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【きっかけ】

箕輪といえばもみじ湖紅葉祭り→京都では当たり前の景勝地で楽

しむ野点。ここで実現したら観光客も地元の方も喜んでくれるはず。

箕乃窯猪俣先生との出会いもあり、せっかくならみのわの作家さんの

作品を展示販売する形式で実現できないか？と構想が膨らむ。

【陶芸との出会い】

茶器がたくさん必要になるため、陶芸講座に通うも、素人がう

まく作れるはずもなく挫折。向山智充先生が企画を聞いて、

仲間の陶芸家工房こまくさの花岡先生を紹介して下さる。→

箕輪町にはプロの陶芸家がたくさんいることを発見！

【商工観光課観光係にまず相談】

競合としてではなく、仲間として受け入れられるために商工会

への入会を勧められ、商工会員に。加入事業者からパート

ナー候補（菓子庵金星、お茶を販売する藤乃園、家具屋

KOJIMAYA）を見つけて直接アプローチへ。
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【協力事業者の獲得】

菓子庵金星の上生菓子と藤乃園の抹茶、箕乃窯と工房こまくさの

茶器で紅葉祭りの野点企画に向けて進みだすも、「おもてなし」イベ

ントとして実施が決定。急遽資金獲得のため、観光商品開発支援

補助金200,000円獲得に向けて事業企画書を作成→無事獲得

【仲間の拡大とＰＲ戦略の練り直し】

工房こまくさの紹介により那由多窯の小林揚子先生と出会う。

参画が決定し、箕輪町の陶芸家と事業者を多くの方に知って

いただくため、クラウドファンディングを利用し、情報発信媒体を

拡大することに。自身でもインスタグラムでの情報発信開始。

【クラウドファンディングで追加資金を獲得】

利用者数590万人を有し、地域おこし協力隊の資金集めに

も協力的な「CAMPFIRE」で実施。207,900円の支援金を

獲得。支援者の多くは地元の方という衝撃の事実に感激を覚

える。晴れてイベント開催決定となった。



KPI（重要業績評価指標）

・目標来場者数
 １０月２８日→１００人

 １０月２９日→１００人

・実際の来場者数
 １０月２８日→２０５人＋α

 １０月２９日→２２５人＋α
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・町内協力事業者数
 予定4→結果7

（菓子庵金星、藤乃園、KOJIMAYA、那由

多窯、箕乃窯、工房こまくさ、ビストロなゆた）

＊関隊員はチラシデザインを担当

・当日稼働スタッフ数
 １０月２８日 予定5人→結果８人

 １０月２９日 予定4人→結果７人

（山川隊員・妻みゆきさん、手塚隊員、相澤隊員、

林さん、山野邉恒・葵）



メディアカバー
ターゲットメディア

 信濃毎日新聞

 みのわ新聞

 長野日報

 伊那ケーブルテレビ

 もみじチャンネル

 SNS（インスタグラム、FB etc…）

 オンラインニュース系

掲載結果：２０件以上

 ◎１０月１９日

 ◎１０月１２日、２９日

 ◎１０月２４日、３０日

 ◎１０月３日イブニングニュース

 ◎９月第４週、１０月第３週

 ◎minowa_fan, tomo_nagano555他

 ○伊那谷ねっと、LINE NEWS、マピオンニュース

ストレートプレス、ガジェット通信他
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https://www.shinmai.co.jp/news/article/CNTS2023101800895
http://www.nagano-np.co.jp/articles/116921
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業界大手のキャンプファイヤ社のクラウドファンディングを利
用し、情報の拡散と支援金の獲得に努めた。

https://camp-fire.jp/projects/view/699696
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「いっぷく」を開催まで、クラウドファン
ディング実施を含めた七転八倒記録
を掲載。多くの方に応援頂いた。出
展情報をインスタグラムで見て実際
に足を運んでくださった方も。インフル
エンサーにもイベント案内をしていただ
くことができ、広報ツールとして大きな

役割を果たした。



収支報告

収入の部：458,747円

 観光商品開発支援補助金200,000円

 クラウドファンディング 207,900円

 イベント出店売上 18,100円

 その他寄付金 32,747円

支出の部：650,483円
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 家具等備品代

 プレスリリース配信料

 印刷費

 茶菓代

 クラウドファンディング返礼品仕入れ費

 手数料（クラウドファンディング）

 その他消耗品費



課題

１．人手不足

２．販売動線の脆弱さ
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 茶器、KOJIMAYAの折敷など触れてみて

購入したくなったお客様に直接その場で販

売が出来なかった。

 ショップカードやふるさと納税サイトをご案

内するに留まってしまった。

 当初の人員では殺到する来場者に対応できな

かった。イベント当日、様子を見に来た山川隊

員と妻みゆきさんが見るに見かねて急遽スタッフ

に。

 翌日も引き続き応援を要請し、山川隊員には

来客対応・誘導を、妻みゆきさんにはバックヤー

ドでの仕事をお願いする結果に。

 駐車場誘導員に配置したスタッフも早々に引き

上げてもらい、急遽現場のイベントスタッフに。

3．ふるまい（無料）

 来場者が殺到し、当初の予定より早く店

じまいとなったことに加え、優雅な雰囲気

はやや損なわれることに。



令和5年度いっぷく出展実績
9/30
森とひと

10/14
もみじ湖フェスティバル
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11/12
箕輪町文化祭

11/11
KOJIMAYA



活動紹介２
アーティスト支援（いっぷくを経て得たライフワーク）

23

Mission：生計を立てられない職業をゼロに！
Goal：アーティストが当たり前に作品を作ることに没頭できる
環境の実現を通じ、箕輪町を文化溢れる豊かな町に

「箕輪町を中心にアーティストおよびその作品のPR支援」を
開始

（実績）那由多窯小林揚子作品（皿5点、カフェカップ１点：計6点
24,000円分）を千曲市在住クラウドファンディング支援者に出張販売



活動紹介３
ブランド関連講座の開催
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【これまでの職務経験を活かして】

①6/20 起業を予定の方/個人事業主向け
「ブランドトレーニング」
参加者8人、メディアカバー1件（みのわ新聞）

②8/1 公民館講座なでしこ学級
｢移住者から学ぶ箕輪町の魅力再発見｣
参加者16名、メディアカバー2件（みのわ新聞、長野日報）
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参加者コメント：「町には良い点が
色々あって、住みやすいところだと再
確認できた」
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ブランドトレーニング：経緯

• 柴田隊員開催の個人事業主講座の中で、受講者それぞれの得意分野を講座の中で

共有しようという提案があり、前職で経験のあった”ブランディング”を個人事業主向けにお

伝えすることに。個人事業主が事業を展開するにあたり、「信頼」の蓄積が何より大事で

は、と結んだ。

移住者から学ぶ箕輪町の魅力再発見：経緯

• なでしこ学級では年度始めに学びたい講座を生徒が投票して選ぶ。箕輪町の魅力を改

めて町民に感じてもらいたいと、講座を提案していたところ、「移住者から学ぶ箕輪町の魅

力再発見」が選ばれ、移住者3人で講座を準備。長く暮らすと町の魅力に気づきにくくな

るが、ひとたび移住者が感じた魅力を伝えると、目がキラキラと輝き、「人がよい」、「野菜や

果樹が美味しい」、「利便性が良い」、「景色がキレイ」など次々と町の魅力があがってきた。

お気に入りの場所を地図にシールを張って視覚化したり、”ほどほどの田舎暮らし“という

キャッチフレーズをブラッシュアップするワークショップに参加者が盛り上がった。



活動紹介４
農ある暮らしと農家民泊
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【伝えたい！農ある暮らし】

将来的に上伊那で国際交流を活発化する活動に携わりたい
と辰野町の姉妹都市ニュージーランドの学生を預かるホスト
ファミリーに挑戦
→家族に新たなメンバーが加わることで自分たちの暮らしがよ
り彩豊かに。都会の子どもたちや、海外の学生にも豊かな自
然や、農ある暮らしを伝えたくなり、サポート体制の充実してい
る伊那市観光協会農家民泊プログラムに登録

https://www.town.minowa.lg.jp/kikaku/somu0068_2024.html


交流菜園での日々

おいでなんしょ！ 夏野菜、豊作！
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水やりは息子に

畑にニュージーランドからお客様

夏：レタス、トマト、しし唐、ピーマン、きゅうり、なす、トウモロコシ、すいか、メロン

冬：ニンジン、大根、ほうれん草、小松菜、白菜

ご近所さんにもおすそ分け 大好物はスイカ



農ある暮らし １年後の感想
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 子どもを育てるような愛しい感覚

 手間暇と愛情をかけた分だけ応

えてくれる（気がする）

 収穫時の喜びがすごい！

 人間らしい暮らし

 畑仕事の後の心地よい疲労感

 余分に取れたらおすそ分け

 畝立て、マルチがけ、重労

働！

 腰はバキバキ！

 日焼けで別人！

 真夏の作業は命がけ！

 あらゆるところが泥だらけ！

 時にはうまく育たないこともある

決して楽ではない 達成感と充足感 鮮度最高！

 もいですぐに食べる野菜のみず

みずしさに驚愕！

 旬の作物で豊かな食卓に

 調理しなくてもそのままでも食べ

れる（トマト、きゅうり、とうもろこ

し）

大玉スイカに息子も大喜び！収穫の時までハラハラしたけれど、やり抜きました。まだまだ学ぶことがた

くさんでレベルは半人前以下です。来年度も学びます。交流菜園でお会いしましょう！



活動紹介（その他）
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移住定住促進活動支援
「みのわ移住きょうしつ」への出席回数3回→参加人数のべ40人



卒隊後のビジョン
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就任時

 自宅を拠点とした民泊開業など「人を癒
せる複合施設」の開業

 具体的には：カフェ・マッサージ・託児施
設など

現在（1年の活動を経て）

 みのわの逸品を集めた宿の開業

 茶屋いっぷくで伊那谷のキープレイヤー
と作戦会議

 伊那谷を舞台に→地域プロジェクトマ
ネージャー＊に挑戦

 記者職に就く可能性も

（＊関係者間を橋渡ししつつプロジェクトをマネジメントするための「ブリッジ人材」とされ、市町村により任用される）

変化の理由：自身の適性を再考することに加え、この地でやりたいこと、地域課題、地域が

求めていることをすり合わせしている段階でもあり、流動的で変化もあった。２年目も活動を

通じて複数の可能性を模索しながら出口戦略を柔軟に設定・実現していきたい。



今年度活動内容の結果分析と考察
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良かったこと

 多くの支援者に出合えたことで、課題をクリア

し、計画が実現できた。

 目標を達成するまで粘り強く動き続けることが

できた。（調整はするが妥協はしない）

 長期的なビジョンを意識して活動に落とし込

むことが出来た。

 自分の意見を臆せず発信できた。

 この地で忙しくも楽しく暮らせた。

課題として残ったこと

 地域おこし協力隊としての立場でどこまで何が

出来るのか？（半分公民・半分事業家）

 目指したいのは補助金に頼らない自走式の事

業モデルの確立

 仕事の優先順位付け（体は一つしかなく、時

間も有限の中、断る勇気も大事）

 協業に向けた取り組み（伊那谷を活動舞台

に取り組めるとより可能性が広がる）



来年度の抱負
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・地域の特色、事業、商品等をPRしながら箕輪町の
ブランド力強化活動を継続→いっぷく第二弾企画は
収益化＝持続可能性にこだわり継続へ

・拠点開発（一棟貸し宿、いっぷく、自宅）

・農ある暮らし→目指せ！家庭菜園付き物件購入



ありがとうございました。

地域おこし協力隊

山野邉 智美

inoda714@gmail.com
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